
静
脈
産
業
の
海
外
展
開
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
実
　
　
　

環境技術
　
静
脈
産
業
の
海
外
展
開
が
加
速
し
て
い
る
。
環
境
省
が
実
施
す
る
支
援
策
に
応
え
る
よ
う
に
、
先
進
的
な
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
国
内
企
業
が
ア
ジ
ア
事
業
を
視
野
に
入
れ
始
め
た
。
需
要
の
伸
び
が
頭
打
ち
の
国
内
に
比
べ
て
、
急
速

な
経
済
発
展
に
伴
い
大
量
の
廃
棄
物
が
排
出
さ
れ
る
ア
ジ
ア
で
は
、
中
長
期
的
に
大
き
な
市
場
性
が
見
込
ま
れ
、
世
界

の
主
戦
場
と
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。
潜
在
的
に
大
き
な
需
要
が
見
込
め
る
ア
ジ
ア
を
舞
台
に
、
国
内
企
業
の
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
優
位
性
を
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
が
一
段
と
強
化
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
優
位
性
ア
ジ
ア
で
生
か
す
ドイツ連邦環境省のデータを基にＪＥＴＲＯ作成

経済発展で廃棄物問題顕在化

環境省、戦略的な海外展開支援

　
家
電
や
自
動
車
、
容
器
包
装
、
食
品
、
建
設
の
各
分
野
で
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が
確
立
さ
れ
、
資
源
循

環
が
行
わ
れ
て
い
る
。
各
分
野
の
業
界
団
体
は
自
主
的
に
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
目
標
を
設
定
し
、
再
資
源

化
に
努
め
る
こ
と
で
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
。
食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等
実
施
率

は
向
上
し
、
食
品
工
場
か
ら
出
た
残
材
を
有
効
利
用
す
る
取
り
組
み
も
推
進
中
だ
。
東
日
本
大
震
災
で

発
生
し
た
災
害
廃
棄
物

が
れ
き

処
理
の
受
け
入
れ
で
は
、
東
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
な
ど

の
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

業種別発生抑制の目標値 年４月から２年間

業　　種 発生抑制の目標値設定
における業種区分

密接な関係を
もつ値の名称 発生抑制の目標値

食品製造業

肉加工品製造業 売上高 ／百万円

牛乳 乳製品製造業 売上高 ／百万円

しょうゆ製造業 売上高 ／百万円

みそ製造業 売上高 ／百万円

ソース製造業 製造量 ／

パン製造業 売上高 ／百万円

めん類製造業 売上高 ／百万円

豆腐 油揚製造業 売上高 ／百万円

冷凍調理食品製造業 売上高 ／百万円

総菜製造業 売上高 ／百万円
すし 弁当 調理パン製
造業 売上高 ／百万円

食品卸売業

食料 飲料卸売業 飲料
を中心とするものに限
る

売上高 ／百万円

食料 飲料卸売業 飲料
を中心とするものを除
く

売上高 ／百万円

食品小売業

各種食料品小売業 売上高 ／百万円

菓子 パン小売業 売上高 ／百万円

コンビニエンスストア 売上高 ／百万円
※発生抑制の目標値については、有効数字の３桁で表示。
出所： 食品廃棄物等の発生抑制の目標値検討ＷＧ報告書 概要 案

東
京
都
が
岩
手
県
宮
古
市
か
ら

受
け
入
れ
て
い
る
震
災
が
れ
き

の
荷
下
ろ
し
現
場

東
京
臨
海

リ
サ
イ
ク
ル
パ
ワ
ー
提
供

業界団体、高い目標設定
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献

受
け
入
れ
先
拡
大
震
災
が
れ
き

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）

食
品
関
連
も

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
循

環
型
社
会
の
構
築
の
観
点
か

ら
、
食
品
関
連
業
者
に
お
い

て
も
環
境
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
農
林
水
産
省
に
よ

る
と
、
２
０
０
９
年
度
の
食

品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
等

実
施
率
は
、
業
種
別
に
食
品

製
造
業
が
前
年
度
比
０
・
５

増
の

・
９
％
、
食
品
卸

売
業
が
同
０
・
１

増
の

・
５
％
、
食
品
小
売
業
が
同

２
・
９

増
の

・
９
％
、

外
食
産
業
が
同
４
・
３

増

の

・
８
％
と
な
っ
た
。
業

種
別
実
施
率
目
標
に
対
し
て

は
、
食
品
製
造
業
が
目
標
の

％
を
上
回
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
、政
府
は
現

在
、食
品
廃
棄
物
そ
の
も
の

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
発
生
抑
制
の
目
標
設
定
を

推
進
中
だ
。
「
食
品
廃
棄
物

等
の
発
生
抑
制
の
目
標
値
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

は
、
報
告
書
案
を

年
１
月

日
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
踏
ま
え
た
上
で
、
ま
ず
は

年
４
月
か
ら
の
２
年
間
、

発
生
抑
制
の
重
要
性
が
高
く

取
り
組
み
が
可
能
な
デ
ー
タ

の
整
っ
た
食
品
製
造
業

パ

ン
製
造
業
な
ど

業
種
区

分

、
食
品
卸
売
業

２
業

種
区
分

、
食
品
小
売
業

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
３
業
種
区
分

か
ら
先

行
し
て
実
施
す
る
。

　
例
え
ば
、
食
品
製
造
業
の

肉
加
工
品
製
造
業
区
分
の
場

合
、
売
上
高
１
０
０
万
円
当

た
り
１
１
３

以
下
に
食

品
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
え
る

努
力
が
必
要
と
な
る
。
水
産

缶
詰
・
瓶
詰
製
造
業
な
ど
発

生
抑
制
の
重
要
性
は
高
い
も

の
の
、
現
時
点
で
は
デ
ー
タ

不
足
で
目
標
値
設
定
を
見
送

っ
た
業
種
も
あ
る
。

年
度

内
に
法
整
備
な
ど
を
進
め
、

年
度
か
ら
は
新
た
に
目
標

値
が
確
定
し
た
業
種
区
分
も

追
加
・
拡
大
し
て
本
格
実
施

す
る
方
針
だ
。
食
品
関
連
事

業
者
の
コ
ス
ト
削
減
に
も
貢

献
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。３

Ｒ
推
進

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
我
々
の
身

近
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

ス
チ
ー
ル
缶
、
段
ボ
ー
ル
紙

な
ど
の
容
器
包
装
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
も
、
事
業
者

に
よ
る
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
３
Ｒ

推
進
に
向
け
た
計
画
が
自
主

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ガ
ラ
ス
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
容
器
・
包
装
に
関

連
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
８
団
体

で
構
成
す
る
「
３
Ｒ
推
進
団

体
連
絡
会
」
が
発
表
し
た

「
第
一
次
自
主
行
動
計
画

２
０
０
６
―
２
０
１
０
年

度

の
５
年
間
の
取
り
組
み

成
果
と
２
０
１
０
年
度
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
」
に
よ
る

と
、
ガ
ラ
ス
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
な
ど
の
８
素
材
中
、
リ

デ
ュ
ー
ス
は
飲
料
用
紙
容
器

以
外
の
７
素
材
で
目
標
を
達

成
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
包
装
容
器
、
飲
料
用
紙
容

器
を
除
く
５
素
材
で
達
成
す

る
な
ど
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
る
。

　
各
業
界
の
メ
ー
カ
ー
も
３

Ｒ
の
取
り
組
み
に
真
剣
だ
。

例
え
ば
、
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ

ー
な
ど
の
日
用
雑
貨
品
業
界

で
は
、
ラ
イ
オ
ン
や
花
王
と

い
っ
た
大
手
企
業
を
中
心

に
、
液
体
洗
剤
製
品
の
能
力

を
向
上
さ
せ
た
上
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
容
器
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
の
ほ
か
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
素
材
を
多
く
使
わ
ず

に
済
む
詰
め
替
え
容
器
の
製

品
導
入
を
進
め
て
い
る
。

　
飲
料
業
界
で
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
飲
料
で
使
っ
た
使
用

済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
生

材
料
循
環
が
本
格
的
に
進
み

始
め
て
い
る
。
回
収
し
た
使

用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
原

料
と
し
て
新
た
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
再
生
す
る
「
ボ
ト
ル

・
ツ
ー
・
ボ
ト
ル
」
の
取
り

組
み
が
そ
れ
だ
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、

年
５

月
か
ら
国
内
飲
料
業
界
で
初

と
な
る
ボ
ト
ル
・
ツ
ー
・
ボ

ト
ル
を
実
施
。
再
生
原
料
製

造
の
協
栄
産
業

栃
木
県
小

山
市

と
共
同
で
使
用
済
み

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
再
生

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
生
み
出
す

メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
「
サ
ン
ト
リ
ー
烏
龍

茶
」

２

入
り

ブ
ラ
ン

ド
で
販
売
中
だ
。
早
け
れ
ば

年
春
に
も
他
の
ブ
ラ
ン
ド

へ
拡
大
す
る
。

　
ま
た
、
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
も
今
夏
以
降
、
協
栄
産
業

か
ら
再
生
ペ
ッ
ト
樹
脂
の
供

給
を
受
け
て
ボ
ト
ル
・
ツ
ー

・
ボ
ト
ル
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
。
味
の
素
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー

ヅ
は
、
包
装
容
器
製
造
販
売

大
手
の
東
洋
製
缶
と
共
同
開

発
を
行
い
、

年
２
月
か
ら

「
ブ
レ
ン
デ
ィ
ボ
ト
ル
コ
ー

ヒ
ー
」
の
主
力
商
品
全
て
に

順
次
、
導
入
し
て
い
く
。
こ

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
循

環
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、

き
ち
ん
と
分
別
・
回
収
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

　
３
Ｒ
推
進
団
体
連
絡
会
が

公
表
し
た

―

年
度
ま
で

の
「
第
二
次
自
主
行
動
計

画
」
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
収
集
率

％

を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ス
チ
ー
ル

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

％
以

上
の
維
持
や
、
ア
ル
ミ
缶
の

リ
サ
イ
ク
ル
率

％
以
上
の

維
持
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、

実
施
中
だ
。

東
京
都
の
対
応

　

年
３
月

日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩

手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
の

東
北
３
県
で
約
２
２
０
０
万

超
の
災
害
廃
棄
物

震
災

が
れ
き

が
発
生
し
た
。
こ

れ
は
、
東
北
３
県
の
被
災
市

町
村
が
通
常
排
出
す
る
一
般

廃
棄
物
量
の
約

年
分
に
相

当
す
る
。
震
災
が
れ
き
の
ほ

と
ん
ど
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
塊
や
木
く
ず
、
金
属
く
ず

な
ど
だ
。

　
東
京
都
は
東
日
本
大
震
災

後
、
全
国
の
自
治
体
の
中
で

い
ち
早
く
震
災
が
れ
き
の
受

け
入
れ
を
表
明
。

年
９
月

に
は
岩
手
県
と
協
定
を
結

び
、

年
３
月
末
ま
で
に
岩

手
県
宮
古
市
か
ら
出
た
震
災

が
れ
き
１
万
１
０
０
０

を

受
け
入
れ
る
計
画
だ
。
宮
古

市
か
ら
受
け
入
れ
た
震
災
が

れ
き
の
う
ち
、
可
燃
ゴ
ミ
に

関
し
て
は
１
日
当
た
り
の
産

業
廃
棄
物
の
処
理
能
力
５
５

０

を
有
す
る
東
京
臨
海
リ

サ
イ
ク
ル
パ
ワ
ー

東
京
都

江
東
区
で
焼
却
し
て
い
る
。

　
建
設
系
の
混
合
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
・

ピ
ア

東
京
都
大
田
区

や

有
明
興
業

東
京
都
江
東

区

が
中
心
と
な
り
、
破
砕

処
分
を
行
っ
て
い
る
。
破
砕

処
理
さ
れ
た
廃
棄
物
や
埋
め

立
て
可
能
な
焼
却
灰

セ
シ

ウ
ム
量
が
国
の
基
準
１

当
た
り
８
０
０
０

以
下
の

も
の

と
い
っ
た
不
燃
物

は
、
東
京
湾
の
中
央
防
波
堤

埋
立
処
分
場
に
運
搬
し
、
埋

め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
都
は

年

月
に
宮

城
県
と
「
災
害
廃
棄
物
の
処

理
基
本
協
定
」
を
締
結
。
宮

城
県
女
川
町
か
ら
の
木
く
ず

な
ど
の
可
燃
性
廃
棄
物
受
け

入
れ
量
は

年
３
月
末
ま
で

に
計

万

を
予
定
し
、
特

別
区
長
会
や
多
摩
地
域
の
市

長
会
な
ど
関
係
者
が
協
議
を

進
め
る
。東
京
都
で
は
岩
手
、

宮
城
両
県
か
ら
の
震
災
が
れ

き
を

年
度
ま
で
に

万

を
受
け
入
れ
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
。

　
東
京
都
以
外
の
自
治
体
が

震
災
が
れ
き
を
受
け
入
れ
る

動
き
も
出
て
き
た
。
今
年
１

月
下
旬
、
群
馬
県
中
之
条
町

な
ど
県
内
三
つ
の
自
治
体
が

中
之
条
町
に
あ
る
ご
み
の
焼

却
施
設
「
吾
妻
東
部
衛
生
セ

ン
タ
ー
」
で
受
け
入
れ
る
方

針
を
正
式
に
表
明
。
岩
手
、

宮
城
か
ら
震
災
が
れ
き
を
年

間
１
１
０
０

を
受
け
入
れ

る
。
東
北
の
復
興
に
向
け
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

資
源
再
利
用

　
静
脈
産
業
と
は
、
製
品
が

廃
棄
物
と
な
っ
た
後
に
適
正

な
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
手

が
け
る
分
野
。
廃
棄
物
の
排

出
量
低
減
や
資
源
の
再
利
用

と
い
っ
た
利
点
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

る
。
使
用
済
み
の
電
子
機
器

か
ら
希
少
金
属

レ
ア
メ
タ

ル

を
取
り
出
し
た
り
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
、
チ
ッ

プ
化
し
て
再
利
用
す
る
技
術

な
ど
が
あ
る
。

　
日
本
は
高
度
成
長
期
の

「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
」
型
社
会
か
ら
の

脱
却
に
向
け
て
、
廃
棄
物
処

理
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
法
制
度

の
整
備
を
通
じ
て
、
循
環
型

社
会
へ
の
移
行
を
進
め
て
き

た
。
国
内
の
静
脈
産
業
も
こ

う
し
た
流
れ
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
発
展
し
、
環
境
関
連
分

野
で
高
い
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
獲
得
し
た
。
と
は
い
え
他

の
産
業
と
同
様
に
国
内
市
場

規
模
は
頭
打
ち
で
、
中
長
期

的
な
成
長
を
見
込
み
に
く
い

の
が
実
情
だ
。

　
一
方
、
潜
在
需
要
が
大
き

く
、
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て

い
る
の
が
海
外
市
場
。
特
に

ア
ジ
ア
で
は
人
口
増
加
に
加

え
て
経
済
成
長
が
著
し
い
。

こ
れ
に
伴
っ
て
廃
棄
物
の
問

題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
廃

棄
物
を
適
正
に
処
理
す
る
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
大
き
い
。
環
境
関
連

技
術
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
今

後
も
拡
大
し
て
い
く
の
が
確

実
な
状
況
で
、
日
本
の
静
脈

産
業
の
活
躍
の
舞
台
が
海
外

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

メ
ジ
ャ
ー
育
成

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
、
環
境
省
は
２
０
１
１
年

度
か
ら
、
「
日
系
静
脈
産
業

メ
ジ
ャ
ー
の
育
成
・
海
外
展

開
促
進
事
業
」
を
実
施
。

年
度
予
算
案
に
も
前
年
度
比

で
約

％
増
と
な
る
７
億
１

９
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
国
内
静
脈
産
業
の
戦

略
的
な
海
外
展
開
を
後
押
し

し
て
い
く
考
え
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
事
業
化
調

査
な
ど
進
出
先
で
の
事
業
展

開
支
援
策
に
加
え
て
、
日
系

企
業
が
海
外
展
開
を
検
討
す

る
際
の
参
考
情
報
に
な
る
よ

う
に
各
国
の
廃
棄
物
量
や
処

理
方
法
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を

収
集
・
分
析
。
海
外
展
開
の

先
行
事
例
の
実
績
作
り
を
目

指
す
。

　
さ
ら
に
次
世
代
の
静
脈
産

業
を
育
成
す
る
た
め
の
事
業

も
実
施
。
レ
ア
メ
タ
ル
が
含

ま
れ
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
高

度
選
別
と
利
用
、
使
用
済
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
・
再

利
用
と
い
っ
た
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
を
支
援

し
、
静
脈
産
業
全
体
の
底
上

げ
に
つ
な
げ
る
考
え
だ
。

中
国
に
注
目

　
政
府
の
支
援
策
に
歩
調
を

合
わ
せ
る
形
で
、
国
内
企
業

の
ア
ジ
ア
で
の
事
業
展
開
も

活
発
化
し
て
き
た
。
特
に
注

目
を
集
め
て
い
る
の
は
、
廃

棄
物
の
処
分
の
問
題
が
浮
上

し
て
い
る
中
国
。
高
度
な
リ

サ
イ
ク
ル
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
海
外
企
業
の
誘
致

の
動
き
に
対
応
し
、

年
早

々
に
も
中
国
遼
寧
省
の
大
連

市
で
廃
タ
イ
ヤ
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
乗
り
出
す
の
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
廃
棄

物
処
理
な
ど
を
手
が
け
て
い

る
加
藤
商
事

東
京
都
東
村

山
市

だ
。

　
同
社
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

の
拠
点
と
し
て
、
大
連
市
の

中
心
部
か
ら
約
１
５
０

離
れ
た
敷
地
面
積
約

万
平

方

の
「
大
連
国
家
生
態
工

業
モ
デ
ル
園
区
」
に
処
理
施

設
を
設
置
す
る
。
モ
デ
ル
園

区
の
一
角
の
建
屋
を
借
り
て

廃
タ
イ
ヤ
の
油
化
装
置
な
ど

の
設
備
を
導
入
、

年
２
月

に
も
処
理
工
場
と
し
て
稼
働

さ
せ
る
。

　
同
市
で
排
出
さ
れ
た
廃
タ

イ
ヤ
を
現
地
の
事
業
者
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
回
収
し
て

燃
料
油
や
鉄
の
ワ
イ
ヤ
、
炭

素
材
料
と
い
っ
た
有
価
物
に

再
資
源
化
す
る
計
画
。
こ
れ

を
現
地
に
進
出
し
て
い
る
日

系
企
業
を
中
心
に
販
売
し
、

年
間
約
５
億
７
０
０
０
万
円

の
売
り
上
げ
を
目
指
す
。

　
中
国
で
は
環
境
問
題
の
深

刻
化
を
背
景
に
、
今
後
も
高

度
な
廃
棄
物
処
理
技
術
に
対

す
る
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
大
連
進
出
で
は
加

藤
商
事
に
加
え
て
、
早
稲
田

大
学
発
の
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
早
稲
田
環
境
研
究
所

東
京
都
新
宿
区
、
廃
棄
物

処
理
業
者
の
東
亜
オ
イ
ル
興

業
所

千
葉
県
八
千
代
市

、

環
境
分
野
の
人
材
育
成
な
ど

を
手
が
け
る
会
宝
総
合
研
究

所

金
沢
市

の
計
４
社
が

年

月
に
モ
デ
ル
園
区
の

運
営
会
社
と
調
印
済
み
。

　
ア
ジ
ア
の
市
場
開
拓
に
向

け
て
、
着
実
に
足
が
か
り
を

築
こ
う
と
し
て
い
る
日
本
の

静
脈
産
業
。
関
連
技
術
や
製

品
が
各
国
で
浸
透
す
る
こ
と

は
、
世
界
規
模
で
の
環
境
負

荷
低
減
に
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
国
内
経
済
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。


